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不明

　20歳未満の人がお酒を飲むきっかけに「親からお酒を勧められて」というのが
あります。『未成年者の健康課題および生活習慣に関する実態調査研究』によると、
男女とも、高学年になるほど、親にお酒を勧められた経験が高い傾向にあります。
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　短時間に大量のアルコールを摂取したような場合、肝臓での代謝が追い
つかず、アルコール血中濃度が急速に上昇します。その結果、意識がなく
なったり、呼吸が麻痺したりして、死に至る危険性があります。このような
状態を「急性アルコール中毒」と呼びます。
　急性アルコール中毒を防ぐためには、短時間で多量のお酒を飲まない、
空腹のときはお酒を飲まない、自分の適正飲酒量を守るとともに体調に
注意するといったことが必要です。
　また、もしも周りの人が急性アルコール中毒になった場合には、必ず救急
車を呼び、病院で処置することが大切です。救急車が到着するまでの間は、
体温が低下しないように毛布を掛けるなどして保温する、吐しゃ物によって
窒息しないように横向きに寝かせるなどの対応をとりましょう。
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　不眠症気味な人や、眠れない人の中には、寝酒を摂る人が多いですが、寝酒
は、睡眠覚醒のリズムを乱し、日常生活に悪影響を及ぼすので控えましょう。
　また、アルコールと「睡眠薬」を併用することは大変危険です。アルコール
と睡眠薬を併用すると、肝臓の代謝に障害が起こり、酩酊状態になりやすく、
薬の副作用を引き起こすなどお互いの作用を過度に増強させる事になりま
す。特に問題となっているのが記憶障害で、併用後の記憶が全くなくなって
しまうこともあります。併用後のイライラ感が生じることも少なくありません。
薬とお酒を併用して飲むことは絶対にしてはいけません。
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【注】全死亡率：病気だけなく、事故、事件
を含めたあらゆる原因による死亡率。
「全く飲まない」人を1とした場合の各
飲酒量毎の相対的な死亡率をグラフに
すると   型のカーブになる。
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　宝酒造は、1986年にお酒の正しい知識や飲み方を
わかりやすくまとめたパンフレット「Say No読本」を発
行しました。さらに2009年には、これをリニューアルし
た「お酒おつきあい読本」を発行し、様々なイベントや
セミナーなどで提供しているほか、同内容を宝酒造ウェブ
サイトでも公開し、適正飲酒を幅広く呼びかけています。

パンフレットによる啓発

適正飲酒の啓発活動

ユニバーサルデザインへの取り組み

　商品による適正飲酒の推進としては、1995年から酒類全商品のパッケージに「未成年者
飲酒、ならびに飲酒運転は法律で禁じられている」旨の表示を行い、現在は「お酒は20歳
を過ぎてから」「飲酒運転は法律で禁じられています」と表示しています。
　2004年からは、妊娠中や授乳期の飲酒防止のために商品パッケージや新聞・雑誌広告
に妊産婦飲酒に関する注意事項を表記しています。また、清涼飲料との誤飲防止として、
ソフトアルコール飲料に「お酒」マークを
業界で初めて表示、現在も、缶入り商品
および300ml以下の酒類商品で、アル
コール分10度未満のすべての商品に
「お酒」マークを明示しています。

商品表示の配慮

　酒類のテレビCMについては、①20歳未満の者の飲酒を誘発するような表現はしない。
②過度の飲酒を勧めるような表現や社会的良識に反する飲酒の表現はしない。③20歳
未満の者の飲酒、飲酒運転、妊娠中や授乳期の飲酒およびアルコールの過剰摂取等の
防止に関する注意表示を明示する。④放送時間帯を制限する（昼間[18時まで]は放送
しない）。⑤20歳未満の者の視聴者が多い番組での放送は自粛する。といった業界基準
を遵守しています。また、新聞・雑誌などテレビCM以外の宣伝広告についても同様に、
20歳未満の者の飲酒を禁止する旨などのメッセージを読者の目に付きやすい位置に
はっきり表示しています。

広告での配慮

　宝酒造は酒類を製造・販売する企業として、適正飲酒の啓発は重要
な責務と考え、長年にわたり、その活動に取り組んでいます。1984年に
未成年者飲酒の危険性を訴える「はたちまでストップ」運動を実施して
以来、過剰な飲酒や未成年者飲酒、妊産婦飲酒、飲酒運転の防止に関
する情報発信に努め、さらに不適正な飲酒を誘発するような広告表現
や表示、販売を行わないように徹底しています。

　宝酒造は、今後も上記のような取り組みを継続するとともに、常に
お客様のご意見に耳を傾け、皆様の健康的で豊かな生活の一助となる
ような商品・サービスの提供に努めてまいります。



　宝酒造は、1986年にお酒の正しい知識や飲み方を
わかりやすくまとめたパンフレット「Say No読本」を発
行しました。さらに2009年には、これをリニューアルし
た「お酒おつきあい読本」を発行し、様々なイベントや
セミナーなどで提供しているほか、同内容を宝酒造ウェブ
サイトでも公開し、適正飲酒を幅広く呼びかけています。

パンフレットによる啓発

適正飲酒の啓発活動

ユニバーサルデザインへの取り組み

　商品による適正飲酒の推進としては、1995年から酒類全商品のパッケージに「未成年者
飲酒、ならびに飲酒運転は法律で禁じられている」旨の表示を行い、現在は「お酒は20歳
を過ぎてから」「飲酒運転は法律で禁じられています」と表示しています。
　2004年からは、妊娠中や授乳期の飲酒防止のために商品パッケージや新聞・雑誌広告
に妊産婦飲酒に関する注意事項を表記しています。また、清涼飲料との誤飲防止として、
ソフトアルコール飲料に「お酒」マークを
業界で初めて表示、現在も、缶入り商品
および300ml以下の酒類商品で、アル
コール分10度未満のすべての商品に
「お酒」マークを明示しています。

商品表示の配慮

　酒類のテレビCMについては、①20歳未満の者の飲酒を誘発するような表現はしない。
②過度の飲酒を勧めるような表現や社会的良識に反する飲酒の表現はしない。③20歳
未満の者の飲酒、飲酒運転、妊娠中や授乳期の飲酒およびアルコールの過剰摂取等の
防止に関する注意表示を明示する。④放送時間帯を制限する（昼間[18時まで]は放送
しない）。⑤20歳未満の者の視聴者が多い番組での放送は自粛する。といった業界基準
を遵守しています。また、新聞・雑誌などテレビCM以外の宣伝広告についても同様に、
20歳未満の者の飲酒を禁止する旨などのメッセージを読者の目に付きやすい位置に
はっきり表示しています。

広告での配慮

　宝酒造は酒類を製造・販売する企業として、適正飲酒の啓発は重要
な責務と考え、長年にわたり、その活動に取り組んでいます。1984年に
未成年者飲酒の危険性を訴える「はたちまでストップ」運動を実施して
以来、過剰な飲酒や未成年者飲酒、妊産婦飲酒、飲酒運転の防止に関
する情報発信に努め、さらに不適正な飲酒を誘発するような広告表現
や表示、販売を行わないように徹底しています。

　宝酒造は、今後も上記のような取り組みを継続するとともに、常に
お客様のご意見に耳を傾け、皆様の健康的で豊かな生活の一助となる
ような商品・サービスの提供に努めてまいります。



（2009年７月初版発行時）

厚生労働省と財務省共管の社団法人で、1980年に設立され
て以来、長きにわたり、「適正飲酒の普及・啓発」と「20歳未満
の者の飲酒防止」を事業の柱として活動している。
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